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度改正~比例代表制~院選

参
議
院
全
国
選
出
議
員
選
挙
に
拘
束
名
簿
式
比
例

代
表
制
を
導
入
す
る
こ
と
を
骨
子
と
す
る

「公
職
選

挙
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
昨
年
8
月
四
日

衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
成
立
し
、
8
月
M
日

法
律
第
剖
号
と
し
て
公
布

・
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
改
正
に
よ
り
投
票
の
方
法
が
次
の
よ
う
に
変
り

ま
し
た
。
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投
票
の
方
法
に
つ
い
て
今
回
の
公
職

選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
最
も
大
き
く
変

わ
っ
た
の
は
、
企
画
選
出
議
員
の
選
挙

(
全
国
区
)
に
つ
い
て
拘
束
名
簿
式
比
例

代
表
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
候

補
者
個
人
へ
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
へ
投
票
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
地
方
選
出

議
員
の
選
挙
(
地
方
区
)
に
つ
い
て
は
、

選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
と
呼
び
方
が

変
わ
る
だ
け
で
、
個
人
へ
投
票
す
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
す

な
わ
ち
、
選
挙
人
は
参
議
院
議
員
の
そ

れ
ぞ
れ
の
選
挙
に
つ
い
て
一
票
ず
つ
投

票
で
さ
る
こ
と
は
従
来
の
ま
ま
で
す
。

次
に
、
実
際
に
投
票
所
で
投
票
す
る

と
き
の
心
構
え
、
注
意
等
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

通
常
の
場
合
は
、
投
票
所
へ
行
っ
た

ら
ま
ず
選
挙
人
名
簿
と
の
照
合
を
済
ま

せ
、
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
の
投
票

用
紙
を
受
け
取
り
、
投
票
記
載
所
に
行

っ
て
投
票
所
の
中
に
掲
示
さ
れ
て
い
る

立
候
補
者
の
氏
名
等
を
確
認
し
た
上
で
、

投
薬
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱
に
投
函

し
ま
す
。
次
に
比
例
代
表
選
出
議
員
の

選
挙
の
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
、
投
票

記
載
所
に
行
っ
て
名
簿
を
提
出
し
た
政

党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
か
略
称

を
記
入
し
ま
す
。
投
票
所
の
中
に
は
、

名
簿
を
提
出
し
た
政
党
そ
の
他
の
政
治

団
体
の
名
称
、
略
称
、
名
簿
に
載
っ
て

い
る
候
補
者
の
氏
名
、
当
選
人
に
な
れ

る
順
位
が
摘
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
十
分
に
参
考
に
し
た
う
え
で
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
又
は

略
称
一
つ
を
記
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
投
票
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
長

い
間
行
っ
て
き
た
個
人
へ
の
投
票
を
考

え
る
と
、
多
少
親
し
み
に
く
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
投
票
の
際
に
は
、
投
票

所
内
で
の
掲
示
、
注
意
書
等
に
し
た
が

っ
て
、
せ
っ
か
く
の
投
票
が
無
効
と
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
投
票
が
無
効
に
な
る
よ
う
な
場
合
を

挙
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
実
際
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
個
々
の
投
票
ご
と
に
、
具
体
制

な
事
情
を
十
分
考
慮
に
入
れ
て
富
市
管

理
者
が
最
終
的
に
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
山
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
候
補

者
個
人
の
氏
名
を
書
い
た
も
の

凶
所
定
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

投
票
用
紙
を
ま
ち
が
っ
て
使
用

し
た
も
の
、
例
え
ば
、
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称
又
は
略
称

を
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
の
投

票
用
紙
に
書
い
た
も
の
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

ω
名
簿
届
出
政
党
等
以
外
の
政
党

(2) 

略
称
を
書
い
た
も
の

刷
一
つ
の
投
票
の
中
に
二
つ
以
上

の
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称
又
は

略
称
を
書
い
た
も
の

同
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称
及
ぴ

略
称
の
ほ
か
、
他
事
を
書
い
た
も

の
山
間
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称
又
は

略
称
を
自
書
し
て
い
な
い
も
の

mw
名
簿
届
出
政
党
等
の
う
ち
と
れ

を
書
い
た
か
確
認
し
が
た
い
も
の

附
投
票
用
紙
に
何
も
書
い
て
い
な

い
白
紙
の
も
の
や
単
に
雑
事
の
み

を
書
い
て
あ
る
も
の

以
上
参
議
院
会
国
区
制
の
改
正
に
つ

い
て
の
投
票
の
方
法
等
を
簡
単
に
説
明

し
ま
し
た
が
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
正

し
い
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。
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市
で
は
、
青
年
及
び
壮
年
を
対
象
に

し
た
海
外
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
海
外
研
修
事
業
は
、

9
月
下
旬

一
週
間
の
予
定
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共

和
国
を
訪
問
し
、
各
種
施
設
の
見
学
、

交
流
会
等
を
通
じ
、
国
際
的
視
野
を
広

め
、
相
互
の
理
解
と
友
好
を
図
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
修
事
業
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
訪
問
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国

マ
派
遣
期
間

昭
和
問
年
9
月
下
旬
(
約
1
週
間
)

マ
募
集
人
員

青

年

同

名

壮
年

2
名

マ
応
募
資
格
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日
本
の
国
籍
を
有
し
、
魚
津
市
に
引

き
続
き
一
年
以
上
(
昭
和
田
年
4
月
1

日
現
在
)
居
住
す
る
者
。

-
青
年

1
却
歳
か
ら
叩
歳
ま
で
の
男
女

(昭
和
白
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
お
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
)

-
壮
年
lMω
歳
か
ら
日
目
歳
ま
で
の
男
女

(昭
和
ロ
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
詑
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
者
)

マ
応
募
条
件

・
身
体
強
健
で
協
調
性
に
富
み
、
本
事

業
の
計
画
に
従
い
、
規
律
あ
る
団
体
行

動
の
で
き
る
者
。

-
簡
単
な
英
語
会
話
能
力
を
有
す
ヲ
皐
句

・
帰
国
後
は
、
職
場
、
地
域
あ
る
い
は

各
種
団
体
等
に
お
い
て
活
動
が
期
待
で

き
る
卓
句

マ
欠
格
条
件

-
固
ま
た
は
、
地
方
公
共
団
体
等
の
行

っ
た
同
種
の
事
業
(
県
青
年
の
船
、
県

青
年
海
外
派
遣
事
業
)
な
ど
に
参
加
し

て
海
外
渡
航
し
た
こ
と
の
あ
る
卓
句

-
大
学
(
大
学
院
、
短
期
大
学
を
含
む
)

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
在
学
中
の
竜

マ
参
加
者
負
担
額

約
7
万
5
千
円
。
(
渡
航
手
続
き
に

要
す
る
費
用
等
は
含
ま
な
い
。)

マ
募
集
期
間

昭
和
田
年
5
月
1
日
か
ら
5
月
白
日

ま
で
。
マ
申
込
方
法

応
募
者
は
次
の
書
類
を
提
出
す
る
。

・
海
外
研
修
団
員
申
込
書

1
部

-
団
員
応
募
承
諾
書
(
事
業
主
等
)l
部

・
住
民
票
(
抄
本
)

1

通

-
健
康
診
断
書

1
通

・
写
真
(
白
黒
)

2
葉

(l
業
は
申
込

書
に
貼
付
)

マ
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

一T
W
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マ
申
し
込
み
期
間

6
月
分

4
月
白
日
1

5
月
4
日

7
月
分

5
月
目
日

1
6月
4
日

9
月
分

7
月
白
日

1
8
月
4
日

申
し
込
み
は

往
復
は
が
き
で

日
・
日
月
分

8
月
お
日

i
9
月
3
日

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

希
望
の
コ

l
ス
と
月
日
を
。

団
体
l
団
体
名
、
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
予
定
人
員
、
希

望
の
コ
ー
ス
と
月
日
を
記
入
の
う
え
、

魚
津
市
新
宿
叩
番
7
号

魚
津
総
合
庁
舎
内
、
県
民
相
談
室
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

含
⑧
5
3
1
1

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

マ
参
加
費
な
ど

参
加
授
は
無
料
で
す
が
、
次
の
施
設

は
入
館
料
等
が
必
要
で
す
。

近
代
美
術
館
一
二

O
円

武

田

家

一

O
O円

昼
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

団
体
(
叩
名
以
上
)
に
つ
い
て
は
、
指

定
の
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

{端午の節句は、中園に始まった

行事ガ、わが国ヘ伝わり平安時代

の貴族の風習ガ、しだいに民聞に

広ガっていつ芝ものといいます。

節句には、武運長久、邪気よけを

願い、武者人形や兜を飾つ芝り、

峨は、昔定紋や鍾j芭(しようき)の

総を染めたりしだが、現今は、ほ

とんど鯉の出世魚を男子の縁起と

して鯉の形のほか峨を五色の映流

しと共に立てる。端午の日の婦は、

初め、午は5に通じ、 5月はじめ

の午の目、 5日となっ芝。田和23
年7月制定の国民の祝日に関する

法律によって新だに子供の日と定

めだ。

(3) 
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美
化
モ
デ
ル
地
区
に
経
由
、

道
下
地
区
を
指
定

日
本
一
き
れ
い
な
県
土
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
全
県
的

に
展
開
さ
れ
る
「
県
土
美
化
推
進
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
、
。
ゴ
ミ

の
な
い
街

2
空
カ
ン
ゼ
口
。
を
目
標
に
美
化
運
動
を
推
進
す
る
-
』
と
と
し
、

経
回
、
道
下
両
地
区
の
一
部
地
域
を
美
化
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
、
地
域
住

民
に
よ
る
環
境
美
化
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

指
定
地
域
の
範
囲

経
団
地
区

地
欽
沿
線
よ
り
海
出
岸
線

ま
で
の
地
域

道
下
地
区

仏
国
、
青
島
、
北
中
地

区
内
で
、
地
欽
沿
線
よ
り
海
岸
線

ま
で
の
地
域

私
達
の
住
む
街
を
、
き
れ
い
で
住
み

よ
い
快
適
な
街
に
す
る
に
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
衡
を
愛
す
る
心
と
奉
仕
的

な
協
力
が
必
要
で
す
。

ゴ
ミ
や
空
カ
ン
公
害
の
追
放
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

4
2海
浜
借
物
が
絶
滅
寸
前
の
経
国
モ
デ

ル
地
区

4

『
空
カ

ン
ゼ
口
を
目
指
し
て
道
下
モ
デ

ル
地
区

H
H

…
動
物
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う
グ

犬
か
紡
を
放
し
飼
い
に
し
て
、
ご
近

所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
犬
を
つ
れ
て
道
路
や
公
園
内

を
散
策
さ
れ
る
方
は
、
焚
や
尿
の
後
始

末
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
内取

泣
市
役
所
へ
犬
術
の
死
が
い
、
あ
る
い

は
糞
尿
の
た
れ
流
し
等
に
よ
る
苦
情
が

相
い
つ
い
で
お
り
ま
す
。
美
し
い
自
然

と
、
私
達
の
生
活
環
岐
を
守
る
た
め
に

動
物
は
正
し
く
飼
い
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
の
集
積
場
所
を

き
れ
い
に
グ

ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
、
決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

前
日
な
ど
に
出
さ
れ
る
と
、
付
近
の

皆
さ
ん
に
、
た
い
へ
ん
迷
惑
が
か
か
り

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
、

き
ち
ん
と
盤
理
し
て
出
す
よ
う
、
皆
ん

な
で
{
寸
り
ま
し
ょ
う
。
又
、
町
内
が
互

い
に
協
力
し
A
口
い
、
集
桜
場
は
い
つ
も

き
れ
い
に
清
婦
し
、
町
内
の
美
化
と
附

近
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

H
H
h

鴨
川
に
物
を

捨
て
な
い
で
グ

市
で
は
、
た
び
た
び
鴨
川
の
清
婦
を

し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
物
を
捨
て

る
人
を
見
か
け
ま
す
。

川
は
公
共
の
場
所
と
し
て
、
い
つ
も

き
れ
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。
私
達
の

環
境
が
美
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
住
み
良
い
町
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

皆
ん
な
で
、
ゴ
ミ
を
捻
て
な
い
よ
う
監

祝
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

海
で
楽
し
む

遊
漁
者
の
み
な
た
ん
へ

遊
漁
は
、
海
や
魚
を
通
じ
て
、大
自

然
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も

年
令
や
職
業
を
問
わ
ず
比
較
的
容
易

に
行
な
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
楽

し
む
人
々
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
漁
場
利
用
を
め
ぐ
っ

て
、
漁
業
者
と
遊
漁
者
と
の
聞
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
の
件
数
も
次

第
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

海
や
雌
慨
は
、
生
産
の
場
で
あ
り
、

漁
業
者
に
と
っ
て
は
、
か
け
が
え
の

な
い
生
活
の
場
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

等
の
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
楽
し
い

遊
漁
を
行
、
つ
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
、
定
置
網
の
周
辺
は
、
保
議
区
域
に

な
っ
て
い
ま
す
。
近
寄
っ
た
り
網
に

つ
な
が
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

2
、
漁
具
を
み
だ
り
に
持
ち
上
げ
て
、

魚
を
取
り
外
し
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

え

3
、
ま
き
餌
釣
り
、
引
き
釣
り
(
ト
ロ

ー
リ
ン
グ
)
は
、
祭
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

4
、
操
業
中
の
漁
船
や
、
つ
け
場
に
は

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

5
、
夜
間
の
機
釣
り
は
、
必
ず
二
人
以

上
で
出
漁
し
て
く
だ
さ
い
。

6
、
漁
港
や
船
揚
場
に
は
、
み
だ
り
に

船
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

7
、
空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
等
を
人
が
見

て
い
な
い
か
ら
と
海
に
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い
。
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春
の
全
国
受
通
安
全
運
動
に
ご
参
加
を

今
年
も

5
月
日
日
か
ら

5
月
却
日
ま
で
全
国
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
春
は
県
下
で
連
日
の
よ
う
に
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
春
の

行
楽
期
を
迎
え
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
細
心
の
注
意
を
払
い
交
通
事
故
の

根
絶
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
か
ら
、

せ
い
ぜ
い
ご
参
加
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

実
施
の
細
目

会
に
お
い
て
実
施
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー
全

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

作
品
は
本
運
動
期
間
中
市
民
会
館
ロ
ビ

交
通
安
全
、
み
ん
な
が
主
役
。

ー
に
掲
示
し
、
標
語
に
つ
い
て
は
各
運

@
運
動
の
重
点

動
に
活
用
し
、
市
民
に
交
通
安
全
意
識

付
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
。

の
普
及
と
向
上
を
は
か
る
。

口
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止
。

-
バ
イ
ク
安
全
の
日
|

5
月
8
日
岡

田
無
謀
運
転
の
防
止
。

午
前
日
時
か
ら

岡
早
め
合
図
の
励
行
と
安
全
確
認
。

場
所
魚
津
自
動
車
学
校

運
動
期
間
中
の
行
事

原
付
自
動
車
の
正
し
い
乗
り
方
教
室

・
ポ
ス
タ
ー
標
語
な
ど
の
表
彰
と
活
用

を
実
施
。
無
料

市
内
各
小

・
中
学
校
か
ら
募
集
し
た

・
交
通
安
全
呼
び
か
け
の
日
|
5
月
日

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
及
び
標
語
等
の
優
日
附
午
前
7
時
却
分
か
ら

秀
作
品
の
表
彰
を
5
月
日
日
の
市
民
大
国
鉄
魚
津
駅
前
・
電
鉄
魚
津
駅
前
で

司
安
全
運
転
で
事
故
か
ら
生
命
を
守
ろ
う

通
勤
、
通
学
者
に
交
通
安
全
の
黄
色
い

斗

]
・

羽
根
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
付
し
て
安
全

-
d

J

 

一d
f
y

意
識
の
高
協
を
呼
び
か
け
る
。

-
自
転
車
安
全
の
日

l
5
月
ロ
日
附

午
後
3
時
か
ら

街
頭
で
、
自
転
車
の
安
全
点
検
お
よ

び
指
導
を
実
施
。

場
所一
、
士
口
島
地
内
魚
津
税
務
署
前
通
り
の

県
道
交
差
点

二
、
電
鉄
魚
津
高
架
橋
下

多
数
の
ご
参
加
を

-
交
通
安
全
運
動
推
進
市
民
大
会
お
よ

ぴ
パ
レ
ー
ド
の
実
施
|

5
月
日
日
嗣

午
前
9
時
か
ら

魚
津
市
民
会
館

市
民
の
総
参
加
を
呼
び
か
け
、
交
通

関
係
者
等
の
参
加
を
得
て
、
交
通
安
全

運
動
推
進
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
パ
レ
ー
ド
(
雨
天
の
場
合
は
中
止
)

県
笹
本
部
の
白
バ
イ
二
台
を
先
頭
に

西
部
中
学
校
生
徒
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ

ン

ド
な
ど
で
市
中
パ
レ
ー
ド
を
実
施
す
る
。

コ
ー
ス
は
、
市
民
会
隼
↓
中
央
通
り
↓

銀
座
通
り
↓
新
宿
通
り
↓
西
部
中
学
校

前
ま
で
。

-
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
街
頭
指
導

5
月
げ
日
附

午

後

l
時
か
ら

街
頭
で
通
行
車
両
の
停
止
を
求
め
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
要
請
と
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
る
。

場
所
末
広
町
魚
漆
交
通
附
近
で
実
時

・
準
初
心
運
転
者
講
習
会

5
月
げ
日

附

午

後
6
時
ぬ
分
か
ら

市
内
の
準
初
心
運
転
者
約
却
名
を
対

象
に
交
通
安
全
霊
育
を
実
施
。

場
所
市
民
会
館
二
階
第
2
会
議
室

-
青
少
年
ド
ラ
イ
バ
ー
と
交
通
安
全
を

語
る
日

5
月
日
日
附
午
後
7
時
却
分
か
ら

交
通
セ
ン
タ
ー
青
少
年
部
会
員
と
各

支
部
役
員
が
参
加

(ω名
)し
て
開
催
、

同
時
に
新
役
員
へ
の
委
嘱
状
の
交
付
も

行
う
。

-
高
令
者
の
交
通
安
全
懇
談
会

5
月
初
日
掛
午
後
l
時
叩
分
か
ら

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
(約
別
名
)を
対
象

に
実
施
。

場
所
市
民
会
館
二
階
第
2
会
議
室

』
F

片
貝
地
区
の
モ
デ
ル
地
区
宣
言
大
会

交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

宣
言
大
会

片
貝
地
区
で
開
催

4
月
9
日
出
午
後
5
時
羽
分
か
ら
、

片
貝
小
学
校
講
堂
で
県
下
で
は
初
の
交

通
安
全
モ
デ
ル
地
区
宣
言
大
会
を
開
き

ま
し
た
。
同
大
会
に
は
、

小
学
生
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
約
制
人
が
参
加
し
、
交

通
セ
ン
タ
ー
会
長
(
清
河
市
長
)
や
魚
津

署
の
池
田
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

竹
田
交
通
課
長
、
沢
崎
生
活
環
境
課
長
、

交
通
セ
ン
タ
ー
豊
田
事
務
局
長
な
ど
の

モ
デ
ル
地
区
設
定
の
王
旨
や
経
過
の
説

明
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
あ
と
城
岡
交
通

セ
ン
タ
ー
青
少
年
部
会
片
員
支
部
長
代

理
提
案
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。
同
校
下
は
今
後
、
交
通
事

故
の
恨
絶
を
目
指
し
、
南
金
吉
片
貝
支

部
長
を
中
心
と
し
て
、
自
発
的
に
安
全

教
育
や
、
諸
絢
策
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

(5) 
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「
現
況
届
」
の
提
出
を

忘
れ
ず
に

H
国
民
年
金
受
給
者
の
方
へ
H

国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
一
回
「
国
民
年
金
受
給
権
者

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ニ
の
「
現
況
届
」
は
、
あ
な
た
や
家

族
の
状
態
な
ど
に
変
化
が
な
い
か
を
確

認
し
、
引
き
続
き
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続
き
で

す
。
現
況
届
の
用
紙
に
所
定
の
事
項
を

記
入
し
、
市
長
の
証
明
を
受
け
て
届
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
給
が
止
ま

っ
た
り
、
遅
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

住金」

ま
す
。
必
ず
期
日
ま
で
に
提
出
し
ま
し

ょ、っ。提
出
先
や
提
出
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。

か迂I母準子 母隊

豊書蚕 Z 聖金
年金

婦児 子筈

年年年金 年年
σ3 

金金 金金 F21F 1 

毎

Z)  すEtてらきlE町的明争'/J抵は誕生E でま生月ご自
+是

5 5 年 出
月月 の分
31-1 末の l時

日日 日誕 JYI 

国市 鎚

年民金係 所i町生 出

先

外
国
人
の
方
も
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

~ーも

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
外
国
人
の

方
も
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

加
入
で
き
る
の
は
、
外
国
人
登
録
を

さ
れ
て
い
る
加
歳
か
ら
日
歳
ま
で
の
方

で
す
が
、
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
の
配
偶
者
や
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

加
入
し
ま
す
と
、
#
岳
年
金
、
障
害

年
金
及
び
母
子
年
ゐ
益
寸
、
国
民
年
金
法

に
定
め
ら
れ
た
所
定
の
年
金
が
日
本
国

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
限

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
問

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

民
と
同
様
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
老
飴
年
金
を
受
け
る
に
は
、

保
険
料
を
お
年
間
納
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
途
中
か
ら
の
加
入
で
す
の
で
、

す
で
に
お
歳
以
上
の
方
や
短
期
在
留
予

定
の
方
は
、
国
民
年
金
係
窓
口
で
よ
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

低
利
な
住
宅
資
金
が

借
り
ら
れ
ま
す

H
国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
の

特
典
で
す
H

国
民
年
金
の
保
険
料
を
3
年
以
上
納

め
て
い
る
人
は
、
納
め
た
期
間
に
応
じ

て
マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
(
土
地
代
含
む
)

が
年
利
6
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
低
い
金

利
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の
資
金
と
合
せ

て
借
り
ら
れ
ま
す
。

申
し
込
み
の
窓
口
は
、
住
宅
金
融
公

庫
の
業
務
を
扱
っ
て
い
る
金
融
機
関
で

す
。
貸
付
条
件
等
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。納付 JUlIHl 貸付限度額

3年以上~
130万円

5年未満

5年以上~
220万円

15年未満

15年以上 300万円

※
い
ず
れ
の
期
間
と
も
、
厚
生
年
金

・

船
員
保
険
の
加
入
期
間
も
含
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
は
ど
ん
な
と
き
に

免
除
さ
れ
る
か
?

間

生
活
が
困
難
な
と
き
は
、
保
険
料

を
納
め
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
と
聞

き
ま
し
た
が
、
ほ
ん
と
う
で
し
ょ
う

カ
答

被
保
険
者
は
保
険
料
を
納
め
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
計
が

苦
し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
と
か
、
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

こ
の
免
除
に
は
、
法
定
免
除
と
申
請

免
除
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

①
法
定
免
除

被
保
険
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
た
と
き
は
、
そ
の
聞
の
保
険
料
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

川
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
、
ら
い

予
防
法
の
生
活
援
助
を
受
け
て
い
る

方
。ω国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
官官福

祉
年
金
や
母
子
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
方
。

②
申
請
免
除

川
被
保
険
者
に
所
得
が
な
い
と
き
。

ω被
保
険
者
か
ま
た
は
そ
の
世
帯
の

方
が
、
生
活
保
護
法
の
医
療
扶
助
や

ら
い
予
防
法
の
援
助
を
受
け
て
い
る

介
」
去
、ω家
計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な
と
き
。

こ
の
申
請
免
除
は
「
国
民
年
金
保
険

料
免
除
申
請
書
」
と
い
う
も
の
を
県

知
事
に
提
出
し
て
象
認
を
受
け
な
け

れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
役
所
の
国
民
年
金
係
へ
お
い
で
に

な
れ
ば
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

(6) 

国
民
年
金
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
な
い
か
、
今

一
度
確
か
め
て
下
さ
い

四
年
度
の
保
険
料
納
付
書
が
発
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
日
年
度
分
の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
今
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ

忘れた ら大へ ん、国民年金の保険料

カh ね!

守け 21
ろよんロ1
っJ'Z 標!
年語!

後老 金
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

ま市
Taで
畠は

ほ国

経
識険
と達手
保あ
盤語
重さ
雪ん
R の
春慢
の康
生づ
活〈
テリ

z量
2語
ら取
せり
で組
Taん

朝
食
を
抜
け
ば

や
せ
ら
れ
る
か
っ

よ
く
や
せ
た
い
一
念
で
朝
ご
飯
抜
き

の
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、
果
た
し

て
欠
食
は
や
せ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

た
し
か
に
一
日
三
食
の
う
ち
一
食
、

あ
る
い
は
二
食
抜
け
ば
一
日
の
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
ゃ
す
い
こ
と
は
明

ら
か
で
す
が
、
実
は
食
事
を
抜
く
と
、

か
え
っ
て
肥
満
を
促
す
結
果
に
な
り
ま

す。
こ
れ
は
、
体
の
絶
食
時
間
が
長
く
な

じ

だ

る
と
、
す
こ
し
で
も
無
駄
な
く
と
っ
た

も
の
を
体
内
に
と
り
入
れ
て
貯
蔵
し
ょ

う
と
す
る
働
き
が
起
こ
り
、
か
え
っ
て

皮
下
脂
肪
組
織
が
発
達
し
肥
満
し
て
し

ま
う
の
で
す
。

ま
た
、
欠
食
し
て
そ
の
分
を
ま
と
め

食
い
し
ま
す
と
、
そ
れ
を
処
理
す
る
た

め
勝
臓
か
ら
の
消
化
酵
素
イ
ン
シ
ュ
リ

ン
の
分
泌
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
結
果

脂
肪
の
合
成
が
す
す
み
、
余
分
な
脂
肪

が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
糖
尿
病
に
も
な
り
や
す
く
、

血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
増
加
を
き
た

し
た
り
、
動
脈
硬
化
や
狭
心
症
な
ど
も

起
こ
し
ゃ
す
く
な
り
ま
す
。

と
く
に
同
じ
食
聞
の
軽
食
で
も
、
昼

間
よ
り
も
就
寝
前
に
摂
る
夜
食
の
方
が

こ
の
傾
向
は
強
く
な
り
ま
す
。

要
す
る
に
欠
食
し
て
そ
の
分
を
ま
と

@. 

時

め
食
い
す
る
、
と
く
に
朝
食
は
欠
食
、

昼
食
は
盛
そ
ぱ
、
夕
食
は
ご
馳
走
を
腹

一
杯
と
い
っ
た
食
生
活
を
し
て
い
ま
す

と
、
肥
満
傾
向
を
強
め
た
り
、
成
人
病

の
ひ
き
金
と
な
り
ま
す
の
で
用
心
し
た

い
も
の
で
す
。

よ
く
太
っ
た
人
が
や
せ
よ
う
と
し
て

極
端
な
減
食
を
し
た
り
、
欠
食
し
た
り

し
ま
す
が
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず

れ
て
、
減
量
ど
こ
ろ
か
か
え
っ
て
肥
満

し
、
そ
し
て
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す。
食
事
は
規
則
正
し
く
一
日
三
回
、
夕

食
は
控
え
目
に
、
夜
食
は
と
ら
な
い
よ

う
に
心
掛
け
る
こ
と
が
肥
満
予
防
の
第

一
歩
で
す
。

。
外
出
後
は
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
を

ほ
こ
り
の
多
い
季
節
で
す
か
ら
、

も
の
も
ら
い
や
結
膜
炎
も
多
く
な
り

ま
す
。

外
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、
必

ず
う
が
い
、
手
洗
い
、
洗
眼
の
習
慣

を
み
ん
な
で
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。洗
眼
と
い
っ
て
も
む
ず
か
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
洗
面
器
に
き
れ

い
な
水
を
は
り
、
顔
を
つ
け
て
目
を

パ
チ
パ
チ
さ
せ
て
洗
い
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る
{
丞
挺
で
は
、

洗
面
所
を
子
ど
も
で
も
使
い
や
す
い

よ
う
に
す
る
く
ふ
う
を
考
え
た
い
も

の
で
す
。

。
保
健
指
導
員
が
き
ま
り
ま
し
た

市
で
は
、
国
保
の
被
保
険
者
の
保
健

指
導
を
中
心
に
活
動
す
る
昭
和
田
年
佐
凪

の
保
健
指
導
員
を
次
の
6
名
の
方
に
委

嘱
し
ま
し
た
の
で
、
訪
問
の
際
は
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
委
嘱
さ
れ
た
保
健
指
導
員

赤
石
吉
田
子
友
道

念
@

4
1
8
9

船
田
安
子
末
広
町

宮
@
4
3
8
2

高
松
好
子
浜
経
団

岱
@
4
3
1
5

山
田
サ
チ
子
天
神
野
新
宮
@
7
8
5
5

宮
坂
千
賀
子
大
海
寺
野
合
@
4
1
6
2

窪
田
以
美
子
持
光
寺

含
@
5
3
1
8

。
保
健
指
導
員
の
主
な
し
ご
と

保
健
指
導
員
は
、
多
受
診
や
重
複
受

診
、
多
病
家
庭
な
ど
を
訪
問
し
て
、
主
治

医
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、
日
常
生
活
の

保
健
指
導
に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い
ま
ま
1

ま
た
、
生
活
環
境
の
改
善
や
、
健
康

相
談
に
も
当
た
り
ま
す
か
ら
、
せ
い
ぜ

い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
保
健
指
導
員
は
、

必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
健
康
な
家
庭

生
活
を
確
信
で
き
る
よ
う
に
早
期
安
診
、

早
期
治
療
を
す
す
め
ま
す
か
ら
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

。
児
童
手
当
の
現
況
屈
を

お
忘
れ
な
く
グ

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
6
月
1
日
か
ら
初
日
ま
で
の
聞
に
、

児
童
T
当
現
況
届
を
出
し
て
い
た
だ
く

-
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
受
給

↓
者
の
所
得
状
況
や
養
育
状
況
な
ど
を
、

↑
6
月
1
日
現
在
で
確
認
す
る
た
め
で
丈

-

以
前
に
所
得
超
過
で
請
求
を
却
下

一
さ
れ
た
方
も
同
様
で
す
。
も
し
、
こ

+
の
届
出
を
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受
給

一
資
格
が
あ
っ
て
も
受
給
で
き
な
く
な

-
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
提
出
さ
れ
る
よ

-
う
お
願
い
し
ま
す
。

↑
届
出
用
紙
は
、
市
社
会
福
祉
課
婦

+
人
児
童
係
に
あ
り
ま
す
。

一

手
続
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
寸
九

+
・
印
鑑

一
・
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
の

↑
記
号
番
号

-
・
請
求
者
名
義
の
普
通
預
金
口
座
番

一

号

+

な
お
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
章

一
扶
輩
工
ヨ
の
所
得
状
況
届
は
8
月
で
究

(7) 
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市
民
弓
道
教
室
受
講
生
募
集

今
年
度
の
弓
道
教
室
は
、
次
の
要
領

で
行
い
ま
す
。
弓
に
触
っ
た
と
と
の
な

い
方
か
ら
経
験
者
ま
で
多
く
の
方
の
受

講
を
歓
迎
し
ま
す
。

マ

期

間

5
月
同
日
附
か
ら
9
月
ま

で
の
毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
却
分
か
ら
8
時

却
分
ま
で

市
弓
道
場
(
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル
横
)

ー
、
0
0
0
円
(
他
に
ス
ポ

ー
ツ
傷
害
保
険
料
)

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
総

合
体
育
館

マ
時

間

マ
と
こ
ろ

マ
受
講
料

マ
申
込
先市

民
ラ
ン
ナ
ー

健
脚
を
競
う
グ

第
3
回
健
康
魚
津
蚤
気
楼
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
は
、
県
内
外
か
ら
一
、

O

七
九
名
の
選
手
を
迎
え
、
盛
大
裡
の

う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
道
路
規
制
等
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
多
大
な
ご
協
力
を
得
ま

し
た
こ
と
を
紙
面
上
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

5
月
の
ス
ポ
ー
ツ

29 22 15 8 と
日 日 日 日
{日) (円) (円) (円) き

. . .. . . . . 
パ上ト大 l天市 l庭世家帰 I i立 l松念 ッ日 1 経大会ポ耳拘E Jレ市 Jレ市 行レ野方ボ町Jレ神春 Jレ ル下ル ク本 ル回 l 

大会壮年大会背迎
I n I地大地 季点 市 大地大会地 A S 大会 地 ル子
ポ地Jレ春区会区 予人 会区 区級 C 区東パ 、ノ ノて 司王
l区大会 ソ球選パ ソ ソ水北 ソ 許証ス フレ
ルビ季フ大会 レ フフ泳I陸 フ ・ケ ト l

名大 1 ソト l ト ト大会 プ ト ヰヒ ッ ポボ
会チフポ ボ ポボロ ボ l控ト I I 

体上ウ西市館総館総 ウ束ウ公早プE内E ラ魚 館総: 学 来館総 と
育自宮聖fン中碕営ミ 合 合 ン 中 ン閲月 l ウ工合 校 ・ 令
方ドグ 休休 ドグドグ総ル泌 ン高 体 商 体 」

小 ラ場 育育 ラ ラ!¥包 水 ドグ 育 中 育 ろ

新
魚
津
市
体
育
指
導
委
員
決
ま
る

体
育
指
導
委
員
は
、
市
の
行
う
体
育
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
参
画
し
、
そ
の
推
進

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
し
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
指
導
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
指
導
・助
言
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
選
手
に
対

す
る
沿
道
で
の
暖
か
い
ご
声
援
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
今
大
会
に
つ
い

て
、
市
民
各
位
の
ご
理
解
、
ご
支
援

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第

3
回
大
会
出
場
人
数

.
参
加
者
総
数

一、一

O
七
名
(
幻
都
府
県
)

・
県
外
参
加
者
数

二
四
九
名

・
県

内

参

加

者

数

五

七

三

名

・
市
内
参
加
者
数

二
八
五
名

稜
々
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

軽
に
ご
伯
談
く
だ
さ
い
。

上 松 上 下 村 大 I也
野 中 中 区

方 倉 島 島 木 圃I 定，

• • • • • • 
松大 戸可抗'/ 赤 王子 大折 吉五魚 ì~i' 保 工

宇t宝
回 t，!i; 崎 f可 坂西 i立川 国寸ー位三 山望書藤

垣R 百十茂 4言 A~:'、 十孝
呈p--4 A 

邑考二普 話事

事主王E 子雄 子 雄 質;義 子耳敏鼻 功 子三春
委

JII 戸I 経E 高木 松 行五 保日目:ヰヒ 貝
村一 崎 古舟 J尺寸ー

美 本
美2可t井慾

i;1陸型T
千 自1日 政 :rr 昭孝 名

年 夫 態 子 E自 子 二 彦保 お
気

会 天 酉 経 道 1J~ 片 本

布
体 神 施 国 下 積 貝 江

• • • • • • • • 
混I石 場開 キ寸キ~ 久中 中加 米野"LS 林話量 米若竹

山崎 千 口
締本 オ山 JII K長 田村居 山 J尺 J斗凹

広敬 手口忠、 与一 輝 隆正 松静 幸行 実正野
子治 子司 子雄 言1話主 孝孝 笑夫雄 子光 郎敬治

同 関 谷 団長 機川 柳大 f車i 長官
崎 口 崎 中谷JI! 上伊 原崎

主本慾イ
凹ま反

明 i¥'li笹 長1<. t満 f号ロ 八ム、

子 努 g t台~ :r)J子 子男 笹' 子夫

(8) 

-
印
i
主
任

ー
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
浄
化
で
非
行
を
な
く
し
ま
し
ょ

「
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
、
青

一
少
年
の
未
来
を
明
る
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
に

一
何
を
す
べ
き
か
よ
く
考
え
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動
を
お
こ
し

1
1
一
ま
し
ょ
う
。

一割

一
ア
あ
な
た
も
わ
た
し
も
、
地
域
の
子
の
た
め
に
、
も
う
一
度
ま

一
湘

一
一
わ
り
の
環
境
に
目
を
向
け
、
そ
の
実
態
を
し
っ
か
り
と
ら
え

一
一民

二
ま
し
ょ
う
。

一
一住

一
ア
青
少
年
に
と
っ
て
、
よ
く
な
い
環
境
が
あ
れ
ば
、
そ
の
取
り

-
[
|
一
組
み
を
地
域
ご
と
に
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
そ
の
対
策
を
考

一
え
ま
し
ょ
う
。

「
市
の
婦
人
会
や
青
年
固
な
ど
と
密
接
な
透
け
い
を
図
り
、
キ

メ
細
か
い
活
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う
。
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包~:~~~?J
学
校

豊富i
を努

み
な
さ
ん
の
身
近
な
、
体
力
。
つ
く
り
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
、
リ
川
校
日
施
設
の

夜
間
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
稽
極
的

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
申
し
込

み
の
方
法
は
4
月
号
に
掲
載
消
で
す
。

な
お
、
東
・
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
魚

津
工
業
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
附
近
の
道
路

上
に
違
法
駐
車
が
目
立
っ
て
多
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
利
用
者

は
、
当
該
校
正
商
の
駐
車
場
を
利
用
願

い
ま
す
。
※
今
空
度
の
各
産
自
理
指
導

員
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。
(
開
放
時
間

は
午
後
6
時
1
9
時
ま
で
。
)

58年度学校体育施設開放管理指導員
校名 職名 曜日 氏 名 種 目 開放日数

西昔日体
:k 去に };"J f冨 干T ノてドミントン
オく 山下孝子 ノてレーーポーーノレ

中育
オミ 平野敏春 ノぐドミ ン トン

200日
金 稲沢欣 官 ~öに 庭

学 主 1ニ n日保津昭 彦 ー:'， 時ミ
校館 ゴニ 保嬰孝三 バドミントン

昔西11グラ
主 月 ー )11 :iE 1'-9 ソフトボ-)レ
:k 小林和美 噌1ト y カ

中ウ
オく 'm; 才反 事号 ソフトポー-)レ 150日

学ン
オミ 中村 l:t-久男 ，Ioに 3'1: !lfl' 時E
金 高木秀平日 ソフトポール

校ド 1二 不目 111 歩11 i);i ソフトポール

音東11ラグ
月 伊耳轟 n: ソフトポール

ヨ三 :k 金物工E 雄 ソフトポー ル

中ウ
オく 民E ;益支 ~.に 式 型T 現ミ

150日
学ン

オミ 浜岡 I珂リ →ナ 。y カ

11t 4公本明 夫 ソフトポー-)レ
校ド ゴニ )11 L，き 工E 白苛 ソフトポール
村体 月 栂1 備五三日 事事 jfi 

木 :k Jl~ E8辰雄 ~:}. 瑚ミ

小 育
オく 山内手D 1-1: ノ〈レーーオてー- )レ

200日
木 行沢英羽生子 哩在 主砲 併ζ 4換

学
金 tX~ 旺i 辰雄 .!:1 羽ミ

校自官 主 1ニ 大沢武雄 レクリエーション

古体
月 野村 品{"" ノ苛レーーポー- )レ

主 :k 谷山 IJ券 ノ〈ドミントン
砧 :k 野村松夫 バドミントン

小育
水 升と 801 望毛 ノ〈レー『 オて ー- Jレ

200日
オく 阿部 F岱 卓球・レクリエーシ ョン

A一主'・ オミ !lfJ- N ヌこ ヲξ レクリエーション

校自官 金 米山辛口央 ノてレ ー ポ ー ル
j二 米 LU 和夫 ノ〈レーーオて一一 Jレ

経校 月 籾!J)J-文r.i レクリエーーション

国 f本 オく 長谷川 i益代 /苛レーーポー- Jレ

小育
オミ 問中汗f tf"i ノてドミントン 200日
金 1ぢ )11 奇心 調主 室主 手

学館
主 1ニ 中村昌祥 .!;1 時ミ

住古校体
月 司吉 オ反 自畢 日1'1 ノてドミントン
オく 山口 'I!i- /~レ一一，寸てー- )レ

学小育館

木 稲場玲 子 ノ〈 レーー，寸て - Jレ 150日
主 1二 iiiJ ~主 勉 .!;1 瑚ミ

ゴニ 梅 s;¥ 正 信 /~レーーポー- )レ

大校 月 二C il轟事~ !{手 レクリエー ション
町T体 :k 倉谷手11 男 !:.'i. 瑚E

150臼
小育 三正 オミ ~t ru守 番手 イ呆 1.;1 対ミ

ーま2査官 ゴ二 永谷 lT~ ノぐド三ントン

道校 :k 純E 坂 - J;!II ER 

下体
オく f計束 ヲ苦定、 ノ〈スゥー y トォτ-)レ

小育
主 オミ 鞍E 玖1 ノ〈ドミントン 100日
ゴニ /J、 山奇 品在 ノてレーーオてー- )レ

学館 1ニ 坂本幸子 バレーポール

布商地学校小育体館
主 オミ filj 品在 之 ノてドミントン

11t 大森慾ー ノ《レ ーー ポ - Jレ 100日
1二 大森正利 主!l 珂ミ

上校 オく 平 塚 {書官 宇且 ノてレーーポー- Jレ

野休
オく 佐 q木政 iJL ノてドミントン

方
オミ f主 百長 t羊 ノてレーーオて - Jレ

100日
小育

み4 吉国 7 サ子 バレーポール

主 金 係国不二 男 -，-:1 瑚ミ
学館 金 れl' 本 :t{-久誕生 ノてドミントン

上校 主 :k 滋回 l経 バレーポールz体 タて 山崎昌弘 バレーポール
オミ 今弁務純 ノて}ご ミ 〉〆ト;..-

100臼
小育

オミ 梅田政孝 ノてドミントン

ゴニ 帯主 手:史 .!:1 ER 
学館 ゴ二 赤坂 イヨ 子 レクリエーション

片校 主 :k 計百 )11 11t 1iJ ノ〈レーー，寸てー- Jレ
貝休 :k 谷越吉光 .!!I 瑚ミ

50日
小育 ゴニ 山田 勉 ノ〈ドミントン

主主~fi官 jニ 11J ヰ三 !TJ ノてドミントン

松合校体
重三 オミ 谷口i$!:夫 Jてレーーオて ーー Jレ
オミ H巴 者雇 J克 /~レーーオてー- Jレ 50日

学育館
j二 松永昌世 ノ〈ドミントン

ゴニ IJ巴 草記 一pふ，，_.と ノ〈ドミントン

J'F-校 主 :k 計・t 戸'1 D足 別主 /てレーーオて 一一 Jレ
出1・併t :k 汗f 戸T t.在割t .t;i. 球 50日
"学l、f自fr3 ゴニ

};.~ rH. I(IJ ~l" /官ドミントン

1ニ 訂'i' rrrf j自主 訂主 レクリエーション

天あ 主 オに 7)'( I壬l 偽L 弓乙 レクリエーション
事11と

l剥 101 fll 弓乙 .!;'. 崎ミ
50日

ノl、 1ニ

同
じ
親
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
い
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
配
慮
を

し
ま
し
ょ
う
。

図
書
等
の
展
示
場
所
に
気
を
配
り
、
成
人
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

る
な
ど
、
青
少
年
の
読
書
傾
向
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ポ
ス
タ
ー
等
、
広
告
物
で
青
少
年
を
刺
激
す
る
写
真
や
絵
は

文
字
化
し
ま
し
ょ
う
。

遊
技
機
で
遊
ぶ
青
少
年
に
金
銭
の
浪
費
を
さ
せ
な
い
よ
う
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
版
売
機
に
は
、
青
少
年
に
有
害
な
も
の
は
収
納
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
に
有
害
な
映
画
、
広
告
物
、
雑
誌
等
を
見
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
青
少
年
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

県青少年保護育成条例

、っ。青少
年
を
相
手
に
、
物
ロ
聞
の
質
受
け
、
金
銭
の
貸
付
け
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

み
だ
ら
な
性
行
為
や
わ
い
せ
つ
行
為
の
害
か
ら
青
少
年
を
保

護
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
に
対
し
、
有
害
行
為
の
場
所
を
提
示
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
を
深
夜
に
外
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

6
月
の
歩
-
で
つ
会

6
月
の
歩
こ
う
会
は
、

北
山
、
鹿
熊
方
面
へ
行
き

ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅
発
、

午
前
8
時

ω分
の
パ
ス
で

行
き
、
北
山
1
池
谷

i
小

菅
沼
i
開
拓
国
1
鹿
熊
城

跡
i
鹿
熊
と
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
却

分
ま
で
に
、
電
鉄
魚
津
駅

へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈
昼
食
持
参
v

(9) 
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読
書
は
あ
な
た
の
無
限
の
宇
宙
・・
・・・
②

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
書
〉

マ
イ
コ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
門

ウ
ィ
リ
ア
ム
・パ
ー
デ
ン

心
で
語
ろ
う

鈴
木
健
二

戦
艦
大
和
の
最
後

坪

井

平

次

徳
川
家
康
お
も
し
ろ
も
の
し
り
雑
学
事

典

樋
口
清
之
編

お
ん
な
の
知
恵

岩
男
寿
美
子

税
金
が
安
く
な
る
知
識
別

岩

堀

安

三

恋
を
し
た
と
き
読
む
本

斎

藤

茂

太

私
の
嫁
い
び
り

西
川
勢
津
子

〈
文
学
・小
説
〉

寺
内
貫
太
郎
一
家

向

田

邦

子

い
っ
し
ょ
に
お
茶
を

田

辺

聖

子

霧
の
中
の
天
使

笹

沢

左

保

夢
の
壁

加

藤

幸

子

鳥
影
の
関
(
上
下
)

杉

本

苑

子

死
の
発
送

松

本

清

張

親
不
孝
橋
を
わ
た
っ
て

田
中
小
実
昌

探
偵
物
語

赤

川

次

郎

お
れ
は
日
吉
丸
(
上
下
)早

乙

女

貢

清

水

好

子

源
氏
物
語
五
十
四
帖

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

5
月
の
お
し
ら
せ

2
日
閣
こ
ど
も
の
つ
ど
い

ゲ
ー
ム

・
か
げ
絵

・
映
画

な
ど
な
ど
:
;
:
。
み
ん
な

集
会
グ
3
時
却
分
1
4時

ω分

何
日
閣
映
画
会

チ
コ
タ
ン
ぼ
く
の
お
よ
め

さ
ん
葉
っ
ぱ
の
ゆ
り
か
ご

3
時
却
分
1
4時

と
し
よ
か
ん
視
聴
覚
室
で
。

1
日
か
ら
日
日
ま
で
、

ニ
ど
も
の

読
書
週
間
で
す
。

女
人
・
吉
屋
信
子

〈
郷
土
の
本
〉

と
や
ま
味
な
庖
・
タ
ウ
ン
情
報
と
や
ま
・

魚
津
直
域
郷
土
誌
・
郷
土
讃
物
覆
刻
版
・

イ
ラ
ス
ト
で
つ
づ
る
と
や
ま
の
れ
き
し
・

西
布
施
郷
土
史

借

2
山
し
は
ひ
と
り
3
冊
フ
週
間
で
す
も

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
と
、
市
内
へ

通
勤

・
通
学
の
方
は
ど
な
た
で
も
、
簡

単
な
手
続
き
で
借
り
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
係
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

士口武

リ
ク
エ
ス
ト
・
ベ
ス
ト
5
刈
W

-

積
木
く
ず
し

穂
積

2
男
ど
き
女
ど
き

向
田

3
ひ
と
ひ
ら
の
雪
(
上
・
下
)
渡
辺
沢
村
鈴
木

邦|径
子信

健貞 j享
二子一

4
わ
た
し
の
茶
の
間

5
女
ら
し
さ
物
語

会

と

き

5
月
刊
日

ω

午
後
1
時
却
分
1
3時
却
分
ま
で

食
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

ム
H

課
題
「
遊
ぶ
」
「
雑
詠
」

講
師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
4
月
の
川
柳
教
室
か
ら

1

つ
ぎ
は
ぎ
の
苦
労
し
と
げ
た

丸

い

背

な

木

村

喜
見
城

雑
草
の
叛
逆
土
を
抱
え
出
る

赤
祖
父
き
く
校

汐子
ど
も
の
広
場
4

ヘ
集
合
グ

輝
子

:ば:
!と:
1);1 : 

竺j量ji
1141 ， 

一一・2:ζ' 
4 : ~ : 
2!11 

学
校
や
ク
ラ
ス
に
は
、
も
う
な
れ

ま
し
た
か
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
月

も
た
く
さ
ん
の
行
事
を
企
画
し
て
い

負
金
を
舞
台
に
ス
テ
レ
オ
ド
ラ
マ

時
間
の
波
そ
し
て
幻

放
送

6
月
羽
田
出

9
時
間
分

1
9
時
日
分
〈
F
M
〉

N
H
K
で
は
、
ス
テ
レ
オ
ド
ラ
マ

シ
リ
ー
ズ
で
魚
津
を
舞
台
に

6
月
放

送
予
定
の
「
時
間
の
波
そ
し
て
幻
」

の
収
録
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
、
詩
人

・
放
送
作

家
の
川
崎
洋
氏
が
書
き
下
し
、
名
古

屋
放
送
局
が
制
作
す
る
も
の
で
、
北

陸
の
港
町
魚
津
を
舞
台
に
長
い
歴
史

ま
す
。
み
ん
な
で
参
加
し
、
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
。

-
1
5
月
の
お
知
ら
せ

|

|

〔
工
作
〕

附
1
陶

2
時
1
5時

日
日

・
日
日

ら
つ
か
さ
ん

口
日

-m日
絵
を
か
く
会

(
高
学
年
は
、
色
紙
絵
)

M
日

・
白
日
ぬ
り
絵
会

(
ク
レ
ヨ
ン
を
も
っ
て
き
て
ね
)

〔
卓
球
ク
ラ
ブ
〕

ω
3時
1
5時

(対
象
は
4
年
生
以
上
)

〔
一
輪
車
ク
ラ
ブ
〕
附

3
時
1
5時

(
雨
天
の
場
合
、
金
曜
日
)

〔
竹
馬
ク
ラ
ブ
〕

樹

3
時
1
5時

〔
将
棋
教
室
〕

同
i
幽

4
時
1
5時

5
月
か
ら
新
し
く
、
将
棋
教
室
を

は
じ
め
ま
す
。
将
棋
の
初
め
て
の
方
、

覚
え
た
い
方
は
、
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

〔子
ど
も
の
自
の
つ
ど
い
〕5
日
嗣

2
時
l

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
し
ま

を
眺
め
つ
づ
け
て
き
た
「
埋
没
林
」

が
語
る
一
万
年
の
歴
史
や
、
あ
ら
ゆ

る
時
代
に
人
々
が
味
わ
っ
て
き
た
喜

怒
哀
楽
を
詩
う
少
女
の
声
、
現
在
の

魚
津
市
で
蛋
気
楼
を
追
い
つ
づ
け
る

男
の
日
々
の
三
つ
の
声
が
織
り
な
す

幻
想
と
現
実
が
交
叉
す
る
世
界
を
中

心
に
太
古
か
ら
戦
国
時
代
、
加
賀
務

時
代
、
戦
争
、
戦
後
と
現
在
に
至
る
名

も
な
き
庶
民
の
生
活
を
綴
っ
て
い
ま

す
。
ド
ラ
マ
の
中
に
は
、
富
山
地
方
の

こ
と
ば
、
民
謡
、
童
、
っ
た
な
ど
、
ま
た

魚
津
市
で
も
本
江
小
学
校
の
児
童
を

は
じ
め
、
多
数
の
声
が
出
演
し
ま
す
。

す。
〔
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り
〕

6
日
幽
1
7
日
出

2
時
1

〔
五
目
並
べ
教
室
〕

ロ
日
嗣
1
日
日
幽

3
時
i

〔
堕
話
術
の
つ
ど
い
〕
M
H

日

ω
2時
i

三
鍋
先
生
を
お
ま
ね
き
し
て
開

き
ま
す
。
「
タ
ク
ち
ゃ
ん
人
形
と
お

話
し
し
た
い
な
」
な
ん
て
思
う
子

ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
映
画
会
〕

日
日
岡
山
時
却
分
1

「
ト
ム

・
ソ
|
ヤ
の
冒
険
」

「
偉
人
物
語
1
エ
ジ
ソ
ン
」

〔
体
力
測
定
〕

幻
日
出

2
時
1

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

羽
目
的

2
時
1

〔
卓
球
大
会
〕

却
日
制

2
時
l

対
象
は
4
年
生
以
上
で
、
申
し

込
み
締
切
り
は
、
お
日
で
す
。

〈休
館
日
〉
月
曜
日
・
5
月
5
日
を
除

3

た
祝
日
。

。。
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5
月
幻
自

i
5
月
引
日

長

家
内
労
働
旬
簡
で
す

家
内
労
働
者
(
内
職
を
し
て
い
る
人
)
の
み
な

さ
ん
。

。
家
内
労
働
手
帳
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
。

仕
事
を
す
る
時
は
、
家
内
労
働
手
帳
に
よ
っ
て

労
働
条
件
を
は
っ
き
り
し
て
、
製
品
の
受
け
渡

し
数
や
工
賃
等
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
記
入
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

。
工
貨
は
、
現
金
で
一
か
月
以
内
に
受
け
取
っ
て

い
ま
す
か
。

小
切
手
や
手
形
に
よ
る
支
払
い
は
危
険
で
す
。

。
最
低
工
貨
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

。
危
険
、
有
害
な
作
業
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

緑の夫敵

軍~ii
J詩草
;三毛E

緑
を
く
い
荒
す
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
発

生
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
緑
の
大
敵

を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
防
除
は
と
な
り
近
所
が
共

同
し
て
行
、
っ
と
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

の
家
の
周
辺
の
樹
木
に
幼
虫
が
発
生
し
て
い
な
い

か
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。
発
生
し
て
い
た
ら
、
次

に
よ
り
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

。
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
切
り
取
っ
て
業
の
裏

ゃ
、
く
も
の
巣
状
の
中
に
い
る
幼
虫
を
一
ぴ
き

残
ら
ず
焼
き
捨
て
る
な
ど
の
処
置
を
す
る
。

@
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
二
回
発
生
し
て
、

一
期
に
一
ぴ
き
二
千
個
の
卵
を
叫
1
印
か
所
に

分
散
し
て
産
卵
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
「
サ
ナ
ギ
」

の
ま
ま
越
冬
し
、
5
月
上
、
中
旬
に
羽
化
し
て

幼
虫
と
な
り
、
か
き
、
さ
く
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス

等
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

「
け
む
し
」
が
樹
木
に
広
が
っ
た
ら
、
薬
剤
撒

布
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

。
防
除
期
間
は

一
回
目
が
6
月
上
旬
1
7
月
上
旬

二
回
目
が
8
月
上
旬
1
9
月
下
旬

防
除
方
法
は
噴
霧
機
で
け
む
し
に
か
け
る
。

。
大
き
い
け
む
し
に
は
D
E
P
乳
剤
千
倍
液
(
乳

判
∞
工
こ
水
∞
J
y
ト
L
J

i
l
:
l
J
I
l

l

、

。
小
さ
い
け
む
し
に
は
D
E
P乳
剤
千
五
百
倍
液

、l
L
リ
O
z
--
t
o
l
ノ

‘

〆

J

F

手
斉
刊

α
r
h
オ日
M
I
J
"
'

ト
パ
」

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
し
た
場
合
、
そ

の
発
生
虫
を
市
農
政
課
へ
持
参
さ
れ
た
場
合
、
確

認
の
上
、
薬
剤
は
無
料
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
防

除
機
械
の
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
込
み
は
5
月
勾
日
か
ら
、
市
役
所
農

政
課
(
内
線
捌
)
へ
ど
う
ぞ
。

曜除 (以観光キャいンいペ味ーン附4/25-を8富/2山D 魚津市イベントご案内

間合わせ先 イベント
JUl I日1・日時 場所 ・会場

対象者 内 答

(電話番号) タイトノレ 条件 (イベント ・割引 ・プレゼントなど)

初心者 ・女性大歓迎

釣り名人の指導により、日本海のお

魚津海洋スポー ツ協会
いしい魚、を童守る。

航路'')り教室に参
6/4U:)-7/31(11) 

魚津補助成E
参加11~ 4，000円 ⑮ 3，000問

干937 の毎週土・日Ulil 一 般 釣竿持参
1mして、日本海 受付

焦J.i京市本町 1- 6-4 
の角、を釣ろう

日
4: 30カ‘ら ⑮ 

エサ 200円

(TEL.0765-24 -0307) 5 : 00-11 : 00 -申込みは、希望日の 1週間前まで
に往復ノ、ヵrキで。宿泊者』製者には、

旅館等を斡旋します。

( 1泊 2食 7，000円から )

魚津名産のかまぼこの絵付けに挑戦

魚津 市 観光協会
して、手づくりのかまぼこを作り、

(魚津商工会談所内) 親子でかまぼこ 7/2(U -8/20tI:J 魚津古Il鉾附 一 般
おみやげとして持ち帰る。

干937 イ乍りに持主lj世しょ の毎週土眼目 中村蒲鉾庖
絵付指導いたします。個人参加も可

f.¥I.津市上村木 1-20-30 つ 10: 00-12: 00 河内屋食品附 ⑮ 
参加賀大人 1.000円 g800円

小人 5∞円 400同
(TEL.0765-22-1200) -申込みは希望日の10目前までに往

復ハガキで。

魚津 市 商 工 観光課 魚津観光ぶど 入園料の害11引き

干937 ぶどう狩りを楽 8/10休)-8/24(l)() う園 一 般 大人(中学生以上)600円 ⑬ 500円
魚津市釈迦堂 1-10-1 しもう 9 :00-18:00 (魚津市小川 ⑬ 小人(小学生)450円⑮ 350円
(TEL.0765-22-2200) 寺天神山) 幼児(3歳以上)350円⑫ 250同

ジョイフルパスポートで2重の楽しみグ

ゆ 1
ジョイフ/レパスポートをご持参ください。 イベントへの参加や、割引 ・プレゼントなどいろいろ特典があります。

-ジョイフノレパスポートは駅の旅行センターや、主な旅行会社に置いてあります。

※このキャンペーン案内中、⑫はジョイフノレパスポート持参者、他は一般参加者です。なお、往復ハガキでイベ

ント参加lの申込みをする場合、必ず住所・氏名 ・年齢・電話番号・参加希望日を記入してください。

。1)



昭和58年5月1日発行広報うおづあなたと市政をむす，3~

5
月
の
休
日
診
療
医

問い合わせは宮22-2200(内線231)

.詩|習|官|官 1112|;|ii
(同 I(日) I刷 I(日) I但) I附 I(刈 I(日)
晒|医沢|医沢|主魚|河|扇|江
屋 |院口|院口 1~津|内|谷|幡
医 |外|内 1.'2.神|病| 医|医
院|科|科11.経|院|院|院

だより信用〉

浦
工2田

科震Ei|明暗|暗|開明暗|医i
本

江
宮

@
5
0
5
4

浜
経
団
合
②

5
0
5
2

友

道念

@
1
3
5
5

下
村
木
曾
②

3
2
1
0

江

口密
②

3
4
8
6

火
の
宮
町

宮
②

1
7
4
8

本

江
告

@
1
7
5
7

友

道念

@
0
4
9
0

上
市
町
大
坪

E
0
7
6
4
7③
o
?
s
 

立
山
町
五
百
石

g
o
7
6
4
6③
0
1
2
8
 

立
山
町

宮
0
7
6
4
6
守
0

5

立
山
町
新
米
沢

g
o
7
6
4
6
③
1
O
E
b
 

立
山
町
五
百
石

宮
0
7
6
4
6
③
0
2
6
9

上
市
町
南
町

-M
O
ヲ

6
4
7
②
0
3
3
0

滑
川
市
上
小
泉

宮

0
7
6
4
@
3
7
0
5

滑
川
市
田
中
新
町

8
0
7
6
4
@
0
3
5
2
 

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 常四』事F 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
5月12日(柑 13:00-14:00 

5月26日(村 13:00-14:00 

8か月児健診 8か月児
5月 6日幽 9:00-10:00 

'6月 3日掛 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 56年10月生れの幼児 5月27日(1d 13: 00-14: 00 

55.4.16-4.30生まれの幼児 5月 4日休) 13: 00-14: 00 魚津保健所

3 歳児健診 55.5.1-5.15生まれの幼児 5月18日(本) 13: 00-14: 00 
55.5.16-5.30生まれの幼児 Is月 1日{*l 13:00-14:00 

母親学級<Bコース〉 妊婦とその家族 5月20日制 9:30-16:00 ーーー守守一ーーーー一一一一一一一ーーーーーーーー---l
母親学級は昼食をご

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 5月27日闘 9:00-12:00 
持参ください。

心の健康相談 一般市民 5月17日(刈 13:30-15:00 

健 康 相 談 一般市民 5月19日(村 13:00-15:00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図-診察

毎週月曜日
10 :OO-ll: 30 木下新公民館

-体操の出来る服装

健 康 体 操 10 :OO-ll: 30 道下公民館
の用意をして来て

と 一般市民
毎週火曜日 1O:00-11:30 村木公民館

< t.ごさい。
毎週木曜日 10 :OO-ll :30 大町公民館

-日を定めて健康相
健 康 相 談 毎週 9:30-11:00 経団公民館

月 ・ 木 Bl~ 日 9: 30-11 :00 本江公民館
言炎をしています。

5月 9日(月) 9 :00-10:00 大町公民館 料金

胃がん検診 一般市民
5月10日(火) 9: 00-10:00 大町公民館

5月25日(村 9: 00-10:00 西布施公民館 40-69歳 500円 |

16月芦田岡 9 :00-10:00 天神公民館 70歳以上 無料 l

5月13日幽 13:00-14:00 大町公民館 料金

子宮がん検診 一般市民
5月16日(月) 13:00-14:00 大町公民館

5月25日(水) 13:00-14:00 西布施公民館 30-69歳 400円
『

6月6日嗣 13: 00-14: 00 天神公民館 70歳以上 無料

事L 房 検 吾開会:? 一般市民
5月13日幽 13:00-14:00 大町公民館

5月16日開) 13: 00-14: 00 大町公民館
料金一一一一一1，100円

。検診希望者は実施日 10目前まで、市・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

5月4日(村 13:15-15:30 日カ厚生会館 @ -結絞検診は胸部レ
5月10日(刈 13: 15 -15 : 30 魚津市民会館 @ ントゲンの検査で

結綾検診と
5月13日樹 13: 15 -15: 30 魚津勤労者会館 @ 

す。

-個診察は必ず持参
5月17日(火) 13: 15 -15: 30 本江公民館 @ グ〉こと。

健 康 診 査
5月24日(火) 9:30-11: 30 黒沢公民館 @ -健康診査とは従来

一般市民 5月24日(火) 13: 15 -15: 30 長引聖子公民館 @ 
の成人病検診です。

40-64歳までの方

(⑧のついた場所)
5月25日や附 9:30-15:00 西布施公民館 @ が対象です。

で行います。
5月31日(火} 13: 15 -15: 30 蛇回公民館 @ -受付は13.15-14_

6月 1日制 13: 15 -15 : 30 道坂公民館 @ 45までです。
-健康手帳を持って

6月'8日制 9:30-11 :00 東蔵公民館 @ いる方はご持参〈

6月 8日やぬ 13: 15 -15: 30 片貝公民館 @ fごきし、。

(12) 



昭和58年 5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

考備ろ
一
館
一
区

と

一市
一
該

き

13: 00-14: 00 

と象

生後3か月から18か月

の間に2回実施。

対

ポリオ

生ワクチン

円坐・

~ 内

大町 ・村木・住吉 ・上中
5月11日(水)

島 ・上野方 ・本江

5月12日(木)
松倉 ・片貝 ・加核 ・道下

経団 ・天神 ・西布施

予

防

接
受けなかった全地区の方5月18日(水)

l歳6か月児健診会場に麻しん接種券は、
18か月-36か月児
⑧まだ、乎もとに桜柿券を
持 っている }jは接的有効年
月日が過ぎると無効になリ
ます。-'1'.<受けましょう 。

種

て発行します。
んし麻

魚津市で実施している検診では、問がん ・子宮が

ん ・乳がんの検診、胸部レントゲンによる肺がん、

I似圧ifllJ定による脳卒中予防など4月から10月まで各

地区で実施します。

一年に一回の検診て¥一年聞の健康が約束されま

す。

こぞって受けましょう。

わが国の平均寿命は年々{11lび、急速に人口の高齢

化がすすんでいます。

健康で、盟かな老後をすごすためには、死因のト ッ

プをしめる、がん ・脳卒中 ・心臓病などの成人病を

できるだけ予防することです。

それには、 食生活など日常の生活に気をつけ、 定

期的に検診をうける ことが、その第一歩です。

魚津市の死亡率の推移〈人口10万対〉

...214.6 201.9 
2∞| 一"、¥ 日 81.8 ____ ・悪性新生物〈がん〉

70fノイポザえよνζ三-73F血管疾患〈脳卒中〉
血 、、-二に 63.6 

13534/'A03¥ t429 云;ー← ー-，~ 心疾患
10じ ¥V，/1121Zl272

率
魚津市の部位別がん組死亡率の年次推移

201.9全がん

率

100 一一ー一一ー一一一一-一ー←一一一一→ 胃がん--，.. =_ 82.9 82.8 
・---~. 75.4 74.7 
59.5 63.4 

-体温は自宅で計って
きてください。
・母子健康手帳 ・印か
んを持参くださし、。

※接種 できない幼児
1 発熱 ・下痢、また
は心臓 ・じん臓 ・肝
臓疾患などのために
治療している幼児。
2 按般前1年以内に、
けいれんの症状を起
したことのある幼児。
3 過去において、こ
の予防接種により、
刷反応を起したこと
のある幼児。
4 その他、被舗を行
うことが不適当と認
ゲコらtLた幻1)!Ii'.は守安和1
できませんので、注
怒:してく fごき し、。

⑧ポリオ生ワクチンと
麻しんの核開tUJ隔は
1か月をあけて くだ
さし、。

200 

100 

死

501 51.1 

.7三ーーベ、 td 
¥、 34・3 ，/¥、?う肺炎及び気管支炎

日 6 、28.2 介、、 ./-、
ム~ ，よ二二宮ー~ζミ_ 26.8/崎、司不慮の事故
~8.4~ア-:"'_/~2.3~百~ Ju.J 腎炎ヰフ ローゼ
ご -_.-/ 22.2 22.2'古 老衰

l別 /ヘ Y

J.-/ '"，- I 
262iV 
151年 52 53 

41.0 

38.4 
p肺がん
〆
〆
〆
〆

J 
24.5 
.h 222，r 
ノ r - ___~.~_____2~_ ーー_.... 
，X__ 
J 
〆.. 
12.3 

24.6 

亡

率
〈
人
口
十
万
対
〉

10 

56 55 54 
笠E主企
56 55 54 53 52 51年

4 参塁
義 和設
「 し会包

I ~ 1議
Fd桧ききZPF 
戸γ4お ふDせ 1

匂がラ'/{叫 ん
ヘー か

5
月
初
日
出

午
後
l
時
1
4時

盆
栽
の
植
替
え
努
定

管
理
方
法

富
山
県
立
黒
部
高
等

技
能
学
校

黒
部
市
荻
生
四
一
五

O

マ
対
象
者
年
齢

・
性
別
は
間
い

ま
せ
ん
。

マ

定

員

初

名

マ
受
講
料
無
料

マ
持
参
品
印
か
ん

マ
申
込
み
方
法

開
講
3
目
前
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
、
も
し
く
は
電
話
で
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

合

0
7
6
5
1
臼
』

0
2
5
1

黒
部
高
等
歩
盛
子
校
ま
で

マ
と

き

マ
内

H 河

合

マ
と
こ
ろ

所診横科診様時 診 菊~
在療 )11 
地 目急地

伊i単黒科内午後曜目 墨盟休区
• 7 日 療日

ニ科小児時 ...H 巳日 i祝 夜
市 2日 ン間

タ
科外 L~ I )時

(13) 



昭和58年5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
近
く
に
お
と
も
だ
ち
が

い
ま
す
か
?

乳
幼
児
健
診
な
ど
で
発
達
の
お
く
れ

が
心
配
さ
れ
る
お
子
さ
ま
や
、
友
達
へ

の
関
心
の
う
す
い
お
子
さ
ま
の
家
庭
の

か
か
わ
り
方
、
集
団
参
加
指
導
、
身
辺

の
生
活
習
慣
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導

を
い
た
し
ま
す
。

マ
と
き
毎
週
水
曜
日

午
前
日
時
i
H時
叩
分

マ
と
こ
ろ
つ
く
し
学
園

マ
対
象
児
一
歳
半
以
上

マ

費

用

無

料

ご
希
望
の
方
は
一
度
お
子
さ
ま
と
い

っ
し
ょ
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
お
問
い
合
せ
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

E
@
3
2
4
0

-
婦
人
相
談
所

婦
人
相
談
所
で
は
、
次
の
よ
う
な
相

談
に
応
じ
ま
す
。

。
夫
の
暴
力
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る

。
家
庭
内
で
の
不
和
や
、
い
ざ
こ
ざ
が

あ
る

。
結
婚
、
離
婚
の
問
題
で
悔
ん
で
い
る

。
男
女
関
係
で
の
失
敗
や
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
る

。
経
済
的
な
問
題
で
困
っ
て
い
る

。
就
職
、
転
職
な
ど
の
問
題
で
図
っ
て

い
る
:
:
:
な
ど

ま
た
ど
う
し
て
も
家
に
帰
れ
な
い
場

合
、
帰
る
と
こ
ろ
が
な
い
人
は
一
時
的

に
保
護
し
、
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
、

費
用
は
一
切
無
料
で
す
。

婦
人
相
談
員
は
次
の
よ
う
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
も
よ
り
の
と
こ
ろ

で
気
軽
に
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
電
話
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

空且市自
轟量事

崎

人

稲 本百 と

抱上 E貞
百込 R叶

IS謀市務広iii :g ろ

、'グ》 )の 5 
50 38 、J )号 5 

@1 07 通直 @6 07 代表 ?12 ? 07 代挺 @5@60 7 司E
3 6 1 6 1 6 3 6 2 2 6 
8 6 1 4 5 3 1 5 8 5 4 

骨民| l 1 1 3 l 7 2 

-
行
政
相
談
は
・・
・・
.• 

住
吉
智
恵
子
さ
ん
(
末
広
町
叩
1

口

合

@
3
9
0
6
)
が、

4
月
1
日
付
け

で
行
政
管
理
庁
長
官
か
ら
当
市
担
当
の

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
や
公
社
、

公
団
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
の

相
談
に
応
じ
て
、
解
決
す
る
仕
事
を
し

て
お
り
ま
す
。

-
相
談
日
第
一

・
第
三
木
昭
日

・
と
こ
ろ
市
候
所
市
民
相
談
室

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
も
守
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
自
宅
あ
る
い
は
、
電
話
で

も
受
付
け
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-
教
育
な
ど
の
相
談

毎
週
木
曜
日
青
少
年
ホ

l
ム
で

整
育
な
ど
の
相
談
は
、

5
月
か
ら
次

の
と
お
り
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日
毎
週
木
曜
日
、
午
後
l
時

か
ら
午
後
5
時
ま
で

火
の
宮
町
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

浦
回
三
郎
氏

マ
と
こ
ろ

マ
相
談
員

-
青
年
海
外
協
力
隊

応
募
説
明
相
談
会

5
月
四
日
附
午
後
6
時
1

9
時
北
陸
文
化
ホ
テ
ル

(
読
売
会
館
)

高
岡
市
下
関
4
1
5

5
月
初
日
幽
午
後
6
時
1

午
後
9
時

県
民
会
館
加
号
室

富
山
市
新
総
曲
輪

4
l
m

m歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
入

、一ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
ケ
ニ
ア

タ
ン
ザ
ニ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ

な
ど
開
発
途
上
に
あ
る
世

界
詑
か
国

2
年
農
林
水
産
、
加
工
、
保
守

操
作
、
土
木
建
築
、
保
健

衛
生
、
教
育
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
等
約
即
戦
種

問
い
合
せ
は
、

富
山
県
総
務
部
総
務

課
外
事
係

金
0
7
6
4
@
4
1
1
1

内
線
3
3
5
へ

A 
ヱミ

場

応
募
資
格

派

遣

国

派
遣
期
間

派
遣
業
種

刈一柿一町

市
-
富
山
…

方
スラ則，
b
'
E

メ
ス-『句、

水
族
館
で
は
、

3
月
1
日
か
ら
一

か
月
間
、
入
館
さ
れ
た
中
学
生
以
下

の
方
か
ら
ア
ザ
ラ
シ
の
愛
称
を
一
募
集

し
て
い
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
入

選
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
の
結
果

二
名
の
方
が
当
選
と
な
り
、
入
選
者

全
員
に
市
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

応
募
総
数
二

O
六
六
点

愛
称
名
オ
ス

l
ラ
ツ
シ
|
(
日
点
)

富
山
市
道
正
河
川

楠

功

平

君

(
4歳
)

-
交
通
事
故
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
〈
無
料
〉

午
前
9
時
却
分
1
午
後
4
時
加
分
(
平

日
)
土
曜
日
は
正
午
ま
で

。
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご

相
談
に
応
じ
ま
す
。

。
弁
護
士
相
談
日
第
2
・
第
4
木
曜

午
後
1
時
1
4
時

富
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

富
山
市
協
橋
通

1
l
m
住
友
生
命
ビ
ル

7
階

企

0
7
6
4
@
2
2
9
4
(直
通
)

0
7
6
4
@
1
9
8
2
 

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。 -・.--

メ
ス

1
ミ
ミ
(
加
点
)

高
岡
市
津
野

m
!日

大
木
孝
則
君

(
6歳
)

み
な
さ
ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
水
族
館

の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
か
わ
い
が
っ
て

く
だ
さ
い
。

)
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-
断
水
の
お
知
ら
せ

水
道
局
で
は
4
月
よ
り
配
水
管
の
漏

水
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

左

記
に
よ
り
漏
水
修
理
工
事
会
特
い
ま
す
。

こ
の
た
め
作
業
中
、

一
部
地
区
で
断

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
断
水
と
な

る
地
区
で
は
事
前
に
公
報
車
等
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

O
区
域

上
水
道
全
域

O
期
間

5
月

1
日
か
ら

5
月
初
日
ま
で

-
宮
津
霊
園
管
理
料
の

改
定
に
つ
い
て

昭和58年5月1日発行

市
で
は
、
宮
津
霊
園
の
維
持
管
理
の

た
め
、
使
用
さ
れ
て
い
る
人
か
ら
管
理

料

(年
、
一
平
方
灯
に
つ
き
七

O
円
)

を
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
料
金
は
、
昭
和
昭
年
に
設
定
以
来

据
置
か
れ
て
米
ま
し
た
が
、

A
E皿
よ
り

よ
い
霊
園
環
境
の
整
備
と
維
持
管
理
を

行
う
た
め
、
昭
和
問
年
昨
は
よ
り
管
理
料

が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

{
呂
津
霊
園
管
理
科

一
平
方
幻
に
つ
き
一
五

O
円

注
(
一
平
方

μ未
満
は
、
一
平
方
灯
と

す
る
。)

(
算
定
例
)
三
、
三

O
平
方
幻
の
場
合

は
、
凹
、

C
O平
方
灯
×
一
五

O
円
H

六
O
O円

。
管
理
料
の
納
付
蓄
は
毎
年
8
月
初
旬

に
送
付
し
ま
す
。

広報うおづあなたと市政をむすぷ

-
口
座
振
替
利
用
者
の
市
税

領
収
書
の
取
扱
に
つ
い
て

口
座
振
替
利
用
者
の
市
税
領
収
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
領

収
書
を
一

括
ま
と
め
て
地
区
納
税
貯
蓄

組
合
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
年
度
に
お
い
て
も
、

同
じ
く
各
税
各
納
期
の
最
終
月
の
翌
月

(
軽
自
動
車
税
は

6
月
、
市
県
民
税
は

1
月
末
日
で
す
が

3
月
に
、
固
定
資
産

税、
国
民
健
康
保
険
税
は
各
々

3
月
に
)

一
括
ま
と
め
て
配
布
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
市
の
財
政
事
情
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
口
座
娠
替
納
税
者
の
皆
さ
ん

の
う
ち
諸
証
明
に
添
付
等
、
口
座
紙
特

領
収
舎
を
特
に
必
要
と
す
る
場
合
は
直

接
市
税
務
課
窓
口
へ
申
し
出
ら
れ
、
お

受
け
と
り
く
だ
さ
い
。

-
林
道
内
へ
の
マ
イ
カ
ー

乗
入
れ
が
厳
し
く

規
制
さ
れ
ま
す

市
内
に
あ
る
林
道
内

へ
の
一
般
車
制

は
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
年

間
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
山

菜
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
特
に
林
道
内

へ
の
一

般
車
輸
の
乗
入
れ
が
目
立
ち
、

早急に人を求めていますグく求人情報〉
!，~llIl 

~~!lWI: H! Sp 向台 刊))11 金 校 |ご 人II
資的経験

f時号 その 1也

'日1;U 20-40 リ1 125~19F25 1E1 千{ };，Ij 2 :l~(:.辿免許

2 営業l似ッビ 30-50 リJ 10-15 大町 2 " 
3 巡転r; 19-35 ~J 14-16 5 " 
4 f.I: 1'. _( 20-50 ljJ 12.5-20 三ケ 6 不 UlJ

5 製 m主 20-50 リj 12.5-17.5 』且 1: 2 ?iffd豊技免術円

6 プレス寸同 20-40 k 8 -9.25 rt ，'l 10 

7 機械 l 20-30 女 8 -10 3 

8 車Tlfiι将検俄1i. 20-40 tλ 8 -9 " 5 

9 グ) k ui 20-40 -1.ム 8.5 3 別.i1i_C 

10 n. ，!~ l>u 18-35 1立 9.7-11.2 J、目I 3 

市
で
は
魚
津
答
察
署
と
協
力
し
、

4
月

初
日
か
ら
す
で
に
次
の
日
路
線
を
中
心

に
重
点
規
制
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

※
進
入
祭
止
重
点
路
線
名

(西
布
施
)
東
城
黒
沢
総

(
日
貝
)
奥
束
誠
一
号
線

・
前
東

城

一
旦
す
線

・
大
菅
沼
沌
沌
線

m一
…
谷
一
号
線

・
山
女
線
・
平

沢
線

・
別
又

僧
ケ
岳
線
・

成
谷
川
線

合
)
坪
野
古

成
能
…線

・
大

熊
線

・
虎
谷

一
号
線

・
虎

谷
二
号
線

松

緊急に職を探していますグ〈求職情報〉
~J~ 理
希望号哉同 年向lI 科別

希望
前 歴 小限 免 J午1ft r，; り 1~ flt 

五~転千 44 リ; 15 (~ 送24fE-線作業).( 中千 -'，lt-免

2 官主~t ~ (. 41 9J 20 .i; )1 8 -'1' rz半 持'1'問機免関長

3 t正主iI<I> 40 リ; 20 民協 20年 山卒
'，ll.弘、コ-.JJO;:-I-:
危険物乙 4lii

4 巡転手 40 到 15 運転手 14年 中 三{ 大相

巡フォ恥ー.，T ク 721方F-7逆転 rp :q<. 
，'，勘2抽

5 57 93 15 ，"イラ-"抽
7 再タ リ7 ト

6 事務 U 22 女 9 事務 H 高卒ー訓練 妹都fhJ己2級

7 " 19 女 8 " i!'~ ~ 珠tr3級

8 医療<1'務 23 女 9 医療<J~務貝 前年 千珠千押免・簿記2級

9 石 J費総 26 女 12 看 Z量紛 看護学校 石:量婦

10 lli 只 24 女
時間給
，マー1011<ト1;-3 ø.~ r.~ 卒 普免450円

-
山
火
事
に
注
意
/

近
年
、
山
林
へ
の
レ
ジ
ャ
ー
を
兼
ね

て
の
入
山
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
特
に
行
楽

・
山
菜
繰
り
等
、
山
火

事
の
多
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

治
山

・
治
水
や
ホ
机
林
資
川
仰
の
保
護
の
た

め
火
災
予
防
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

A
V

魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

0
宮
居

弥

一
(
士
用
品
一

、
三
四
二
)

二
O
、
0
0
0円

0
高

島

賢

治(
吉
島
一
、

O
五
三
)

二
O
、
0
0
0円

O
新
田
川
市
晶
子(吉
野
一

、
三
五
三
)

二
O
O、
0
0
0円

O
袋

井

降

雄(本
江
一

、八
二

ご

二
O
O、
0
0
0円

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

〈含 24-0365>へお問い合わせください。

(15) 
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-
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

広報うおづ

jj( 

6 
'8魚?大会輩3 ランミツド 会 タン1魚3市交通~t 

「劇第お
つ会料有税 {出4苗団 36や り(

月 のと回こ )ま
物

」家む定仰会j 温IJ んが子映
市 定J総UJセ t.. WlJ ~品 名

民
ド ぴ ま写

2日付4 4ヨ〉Z、 29日(H) 28日臼3 15日{日) 14日日企 1日(11) と

PM2時~・PM6時ー
館
PM 2時~ 間l時30骨~ AM 9時~ PM 6時~ AMI0時~ き

前売券 2，000問 大 前売券 会貝制 税子;券 入

当日券 2，500円 ホ 400問
無料 無料

当日新会只受付 1，400円 ヰ料5 

音新社売聞正

ア

タンl 魚1交通市~t タンl 時市交通魚2 
車士事lil おう と

主Jレ サ な

イ量
オ づ み 自E

楽骨庖E 
お

劇場
物 や 者

セ セ 』一.

あなたと市政をむすぷ

-
昭
和
問
年
工
業
統
計
調
査
用

ポ
ス
タ
ー
の
公
募
に
つ
い
て

-
応
募
期
日

5
月
刊
日
1
6
月
初
日

2
応
募
先
富
山
県
又
は
通
商
産
業
省

3
公
募
作
品
の
内
容

ω
公
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で

製
造
事
業
所
が
工
業
統
計
調
査
に
対

す
る
理
解
を
深
め
そ
の
協
力
が
得
ら

れ
る
内
容
の
も
の
。

ω
応
募
ポ
ス
タ
ー
は
縦
日
開
横
位

仰
(
日
本
標
準
規
格
A

2
版
)
の
大

き
さ
で
縦
長
に
使
用
し
、
使
用
す
る

色
は
4
色
以
内

(白
色
は
一
色
と
数

え
な
い
)
と
し
、

必
ず

「通
商
産
業

省
」
「
工
業
統
計
調
査
」
及
び
「
昭

和
問
年
ロ
月
幻
日
」
の
文
字
を
入
れ

た
も
の
と
す
る
。

ω
写
真
は
使
用
し
な
い
も
の
と
す

る。凶

応
募
ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
は
「

住
所
・
氏
名

・
職
業

(
学
生
の
場
合

は
学
校
名
)
」
を
必
ず
明
記
す
る
も
の

と
す
る
。
-5月の
日
曜
営
業
給
油
所

6 5 月
月 月
5 29 22 15 8 

日日日日日日

首商庖 ン魚浜 E臼 車古
ミ i4t岡石i1b 山
ズュ商商 石 t曲

所

名

末友川住吉 所
広 干壬
町道 縁吉島 地

-
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
に
つ
い
て

防
火
管
理
者
の
資
格
を
得
る
た
め
の

講
留
会
が
左
記
に
よ
り
宰
寵
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
事
業
場
の
方
は
、
是
非
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

-
日
時
昭
和
田
年
6
月
7
・
8
日

・
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

-
受
付

5
月
日
日
1

5
月
お
日

-
危
険
物
取
扱
者

試
験
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
等
の
危
険
物
を
取

り
扱
う
た
め
の
、
資
格
取
得
試
験
が
左

記
に
よ
り
害
寵
さ
れ
ま
す
。

-
日
時
昭
和
田
年
6
月
四
日

-
と
こ
ろ
富
山
大
学
教
育
学
部

-
受
付

5
月
中
旬

・
試
験
科
目

乙
種
第
四
類
、
丙
種

詳
し
く
は
消
防
本
部
ま
で

8
@

0
2
9
5
 

-
車
椅
子
バ
ス
ケ

ッ
ト

東
海
北
陸
地
区
予
選

第
凶
回
全
国
身
体
障
害
者
車
精
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
東
海
北
陸
地
区

予
選
が
、
魚
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

・
日

時

5
月
日
日
同
午
前
9
時
か

ら
午
後
3
時
ま
で

魚
津
市
総
合
体
育
館

-
会

場

-
T
V
人
気
番
組

な
る
ほ
ど
ザ
・
ワ
ー
ル
ド

に
hn

ほ
た
る
い
か
。

。
埋
没
林
。
を
紹
介

本
市
の
誇
る
奇
観
H

ほ
た
る
い
か
O

H

埋
没
林
H

が
愛
川
欽
也
司
会
の
ク
イ

ズ
番
組
か
な
る
ほ
ど
ザ

・
ワ
ー
ル
ド
H

(富
山
テ
レ
ビ
)
で
放
送
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
放
送
日
時
は
、

5
月

げ
日
開
夜
9
時
で
す
の
で
ご
期
待
く
だ
-

さ
い
。

納税措イド

軽自動車税

(全期分)

納期限は、

5月31日てpす。

&柑もin
o

正kan

只
今
配
本
中
あ
な
た
の
家
で
も
ぜ
ひ
上
巻
、

詳
細
に
つ
い
て
は

史
料
編
、
全
巻
揃
え
て
購
入
出
来
る
最
後
の
機
会
で
す
。

下
巻

総
務
課
行
政
係

宮
⑫
2
2
0
0
内
線
問
ま
で

守ってますか喫煙マナー

。。

給
水
工
事
は
指
定
底
で

給
水
装
置
の
新
設

・
改
良
・
修
理

は
所
有
者
が
直
接
水
道
局
に
申
し
出

ら
れ
る
か
、
給
水
工
事
指
定
庖
を
通

じ
て
申
し
込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
水
道
局
で
は
、
今
年
度
給
水
工

事
指
定
盾
と
し
て
、
次
の
業
者
を
指

定
し
ま
し
た
か
ら
ご
利
朗
く
だ
さ
い
。

・
松
原
工
務
底
本
江
新
町

合

@
0
9
0
8

・
畠
山
工
業
肌
上
村
木
8
@
5
3
3
0
 

・
嗣
三
共
設
備

北
鬼
江
合

@
1
3
5
0

・
北
陸
水
道
工
業
肌
横
枕

合

@
1
3
5
3

・
側
水
環
境
セ
ン
タ
ー8
@
7
7
1
1
 

・
石
原
設
備
工
業
所
本
江

宮

@
2
9
2
4

・
ユ
ウ
ホ
l
設
備
肌
釈
迦
堂

包

@
5
7
1
1

・
高
松
工
業
上
口
二
丁
目

宮

@
0
5
4
5

・
菅

沼

組

村

木

町包
@
0
4
5
3

・
吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

合

@
0
4
5
3

・
中
谷
配
管
工
業
吉
島
二
丁
目

合

@

3
6
9
8

・
ダ
イ
シ
ン
産
業
肌
釈
迦
堂

合

@
5
6
1
1

大
光
寺合
@

6
2
6
8

印
田合
@
2
6
8
7

水

-
宝
田
配
管
所
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H

秘
境
大
動
物
博
H

開
催

こ
の
た
び
、
魚
津
市

・
魚
津
市
教
育

委
員
会
な
ど
の
後
援
の
も
と
、
世
界
の

め
ず
ら
し
い
動
物
達
が
、
私
達
の
市
に

や
っ
て
き
ま
す
。
キ
リ
ン

・
ゾ
ウ

・
ラ

イ
オ
ン

・
ト
ラ
な
ど
世
界
の
動
物
約
五

百
頭
が
勢
揃
い
し
、
水
族
館
隣
接
特
設

会
場
で
、
お
目
見
得
し
ま
す
。
会
場
内

で
は
キ
リ
ン
の
高
さ
当
て
、
象
と
の
力

く
ら
べ
、
家
畜
牧
場
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
楽
し
い
遊
び
が
い

っ
ぱ
い
で

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
一
日
を
、

魚
津
総
合
公
園
で
お
過
し
く
だ
さ
い
。

コし-一=ロ昭
和
田
年
4
月
四
日
幽

1
6
月
初
日
日
ま
で

魚
津
水
族
館
隣
接
特
設
会

日あ
A
』

開
催
期
間

開
催
場
所魚;孝命O'e然、

入
場
料

大
人
(
高
校
以
上
)八
O
D
円

小
人
(
3
歳
i
中
学
生
)

魚族紹介(7目

魚に似るガ、より下等

な円口類に層し、円盤状

の口を育し、骨格は全て軟骨より成る。恨の後方

!こフ個の鯨穴ガあり、 8個の眼ガあるように見え
るのでこの名ガある。成魚は沼にすみ、魚に吸い

ついてその肉をむさぼり食う。 50anほどで親にな
り、 春には河川をよりよ流の日嶋底で産卵する。

，3¥化し芝幼生は毅年闘を河川の泥中の育機物を食
べて主活し、 20anほどで泡に下る。ビタミンAを
多量に含み、夜盲症(とり目〉の特効薬とされて

いる。

田口口円

団
体
割
引
(
却
名
以
上
)

大
人
六
五
口
円

小
人

二五口円

-
運
用
再
開
犯
周
年
記
念

第
何
回
簡
保
・
年
金
資
金

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

郵
便
局
で
は
、
簡
保
・
年
金
資
金
の

融
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
施
設
を
題

材
と
し
た
明
る
い
作
品
を
次
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
作
品
の
大
き
さ

。
カ
ラ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
お
ミ
リ
以
上

か
四
ツ
切
プ
リ
ン
ト

。
白
黒
は
四
ツ
切
プ
リ
ン
ト

マ
募
集
期
間

。
4
月
1
日
か
ら
6
月
初
日
ま
で

マ
賞
。
郵
政
大
臣
賞
を
始
め
、
応
募
者
全

員
に
粗
口
問
進
呈

マ
市
内
の
融
資
施
設

経
団

・
道
下

・
古
島

・松一
倉

・
大

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称、略〉

町

・
上
中
島

・
上
野
方

・
西
布
施

・
坪
野

・
本
江

・
住
吉
各
小
学
校

東
部

・
西
部
各
中
学
校

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

経
団
幼
稚
園
、
経
団
漁
港

住
吉
公
園

道
下

・
北
鬼
江

・
住
吉
各
団
地

大
杉
台
線

・
本
町
1
本
江
文
化
町

・
馬
出
町
l
友
道
、
電
鉄
魚
津
1

魚
津
駅
、
魚
津
駅
前
土
地
区
画
整

理

-
春
期
自
衛
官
募
集

-
募
集
人
員

。
二
等
隆
士
辺
名

二
一
等
潟
士

3
名

。
一
一
等
空
土
日
名

2
資
絡
凶
歳
以
上
回
歳
未
満
の
男
子

3
受
付
昭
和
田
年
4
月
1
日
か
ら
6

月
下
旬
ま
で

(
試
験
場
、
試
験
科
目
は
受
付

時
通
知
)

特
別
職
国
家
公
務
員

4
待
遇

。
初
任
給
九
六
、
二

O
O円
で
、
衣
食

住
無
料
支
給
又
は
貸
与

。
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
(
四
・
九
か
月
分
)

。
各
種
国
家
免
許
と
る
機
会
有
り

。
除
隊
後
の
就
職
は
保
障
有
り

詳
し
い
お
問
い
合
せ
、
ご
相
談
は

魚
津
市
役
所
市
民
課

mu
@
2
2
0
0
内
線
2
1
5

魚
津
自
衛
隊
募
集
事
務
所

mu
@
1
0
3
6
 

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

5
月
は
、
上
中
局
(
上
野
、
有
山
、

浅
生
、
下
情
、
升
方
)
上
野
方
(
大
海

寺
野
)
天
神
(
木
下
新
、
天
神
野
新
、

青
柳
)
の
各
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

点
検
に
は
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支
部

保
安
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
ま
す
。

安
易
な

J
ヲ
又
」
使
用
は
事
故
の

も
と
。
閉
止
弁
の
増
設
を
お
願
い
し
ま

す。

宮
@
5
3
4
0

30，000円

20，000円

14，097円

991円

1，000円

500円

200，000円

20，000円

15，201円

20，000円

20，000円

10，000円

5，000円

50，000円

10，000円

5，000円

5，000円

30，000円

30，000円

雑布50枚

200，000円

20，000円

30，000円

20，000円

1，060円

8，500円

323円

7，757円

武田文雄

山本平 二

匿名

匿名

長国 主事友道

高村 ;;i~. 男無音11市皆掛

新田川富子吉野

念元一就村木町

安 III宗一郎育相11

岡本l床ijlt雄上口二丁目

合元久松新角川二丁目

舟林建的池谷

中オ宗元鉢

下村 一 夫上口二丁目

友田道的新角川二丁目

有沢武雄本町二丁目

スギノマシン労働組合
代表徳本博義

石崎-flll 新角川一丁目

J~~ 井清 二 浅生

関口直枝木下新

晒屋孫人友道

森竹忠 一 上口二丁目

朝型l'九郎防 経回中町

本江保育図保護者会

平田 H寺校 平伝寺

魚津埋没林館

匿名

匿名

下村木町

宮津

※受付けの!順番で掲載していますが、紙

面の者11合で一昔11次の号以降になります。

(17) 
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a 
ィー-

Y象
t ..-" 
れ、

⑤ 

魚
津
港
の
中
央
に
魚
津
漁
協
の
荷
捌
所
が
あ
る
。
上
段
の
写
真
は
昭
和
初
年
頃
の

荷
捌
所
で
、
戦
時
中
は
製
塩
工
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
写
真
左
下
に
戦
時
中

活
躍
し
た
耐
空
監
視
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
荷
捌
所
が
昭
和
初
年
目
月
鉄
骨
ス

レ
ー
ト
葺
一
部
二
階
建
と
し
て
改
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
的
年
日
月
再
び
改
築
さ

れ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
(
一
部
三
階
)
の
荷
捌
所
兼
事
務
所
が
完
成
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
記
年
叩
月
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
葺
二
階
建
の
荷
捌
所
兼

漁
具
倉
庫
が
増
設
さ
れ
て
い
る
。

必

『
口
釦
凡
伊
晴
れ
の
向
エ
に
コ
イ
の
ぼ
り
が

泳
い
で
:・
』
。
五
月
五
日

・
『
こ
ど
も
の

日
』
の
新
聞
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
言

葉
で
す
。
五
月
晴
れ
と
い
う
の
は
、
文

字
ど
お
り
五
月
の
晴
天
に
は
違
い
な
い

の
で
す
が
、
言
葉
の
由
来
か
ら
す
る
と
、

あ
く
ま
で
も
旧
暦
の
五
月
で
あ
っ
て
、

現
在
の
暦
で
は
六
月
に
当
り
ま
す
。
六

月
と
い
え
ば
梅
雨
。
梅
雨
の
こ
と
を
五

月
間
(
さ
み
だ
れ
)
と
い
う
の
も
旧
暦

か
ら
き
て
お
り
、
し
と
し
と
降
り
続
く

五
月
間
、
そ
の
合
間
の
晴
れ
た
天
気
を

五
月
晴
れ
と
い
っ
た
の
で
す
。

と
も
あ
れ
『
晴
れ
』
の
{
喜
或
は
、
内エ

を
十
等
分
し
、
空
に
広
が
る
雲
一
の
量
が

二
O
%以
下
が
快
晴
、
三

O
i八
O
%

が
晴
れ
で
、
そ
れ
以
上
が
盆
り
で
す
。

理
屈
は
と
も
あ
れ
、
五
月
の
晴
れ
た

日
は
さ
わ
や
か
で
す
。
晴
れ
た
日
に
は

戸
外
に
出
て
縁
に
親
し
み
た
い
も
の
で

す。

。同

編集予

印刷/魚津印刷株式会社

E・Ii副置ゆ-~・・・・・・
λ(前月始。

24，021 (-79) 

26，043 (ー17)

50，064 (-96) 

13，283 

200.75km' 

7.9km 

編集/企画広報室

( 3月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の函積

海岸線


